
                  【大津市立皇子山中学校だより】 
平成３０（2018）年 １０月１８日発行  

     第５号   生徒数：７５９名  

            ≪ 教育目標・めざす生徒像 ≫    

             「たくましく生きる生徒の育成」  

    「情操豊かな生徒の育成」     

「社会性のある生徒の育成」    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早くも１０月後半になりました。９月１９日（水）生徒会の文化祭にかける思い

の詰まったオープニングで始まった文化祭。２０日（木）の２日目は、合唱コンク

ールを大津市民会館で開催しました。各学年・学級の精力的な取組みが目立ち、ど

のクラスも甲乙つけがたい出来栄えで心が震える感動を覚えました。暑い中、１日

目のネギ焼きに協力いただいた４学区の皆様、模擬店や合唱コンクールの受付に奔

走していただいたＰＴＡ役員の皆様はじめ、お力添えいただいた多くの関係の皆様に心よりお礼申し上

げます。そして、順延の結果、この上ない秋晴れで迎えた９月２８日（金）の体育大会。大きなイベン

トの締めくくりとして、誰もが、自分自身の力・クラスの団結の力・団のまとまりの力を思う存分発揮

し 大きな達成感・充実

感を味わったのではないでしょうか。 

これら行事で胸に刻んだ仲間の大切さや温かさ、味わった感動をその日だけで終わらせては本当にも

ったいない！！ 

「動」から「静」！・・と切り替える今、日常の学校生活の中で生かしながら自分なりの目標を再確

認し、その目標達成に向けチャレンジしてください。皆さんの意欲・頑張りに先生方の熱意、保護者や

地域の方々の支えなどを結集して、皇子山中学校がさらに伸びゆく２学期後半にしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聞き慣れない言葉かも知れません。皆さんは「ひな鳥が卵の殻を破ってかえるときの 

様子」を、見たり聞いたりしたことがありますか！？」 

 

ひな鳥は外へ出ようと内側からつついて殻を破ろうとします。 

これを 「啐（そつ）」 といいます。 
ところが、ひな鳥の育ちを守るための殻は頑丈で、ひな鳥の力だけではなかなか突き破 

れません。では、ひな鳥はどうなってしまうのでしょうか？それは、 

 

母鳥が外側からつついて殻を破って、ひな鳥を外へ出そうとします。 

これを 「啄（たく）」 といいます。 
  お互いが焦っても殻は破れません。ひな鳥が内側からつつくタイミングと母鳥が外から

つつくタイミングがぴったり一致することが大切で、これを「啐啄同時」といいます。 
 

皆さんの学校生活は、今まさに 「啐啄同時」 の時ではないかと思います！ 
 

３年生は進路を選択し決定していく時期。２年生、１年生はまだまだ行事が続きます。         

この機を逃さず、今までに味わった感動に、自分の夢や目標・意欲を         

プラスして大いにチャレンジしてください。 

そこに教師・保護者・おとなの適切な支援が加わると、子どもはさらに 

限りなく成長するのではないでしょうか・・ 

あなたたちひとり一人が自分なりに大きく羽ばたいてくれることを期待 

しています。               文責 島崎 輝久（校長） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の感想】 
校長先生の「一人一人が今、ここにい 

 ることが幸せ」という言葉から、受験で 

いい高校に合格するのも大切だけど、 

それよりも生きているだけでいいんだと 

思うと、心が少し軽くなった。 

そして、生きるためには家族・友達・ 

先生・地域の方とのつながりが必要だと 

改めて感じたので、これからも自分と周 

りの全ての人々の命を大切にしていこう 

と思った。       ＜３年生女子＞ 

 

＜１０月＞ 

１９日（金） 秋季総体（市内各会場） 

２０日（土） 競技によっては強化練習会 

 

２２日（月） ３年ミニ懇談会開始（～３１日） 

       生徒会立会演説会リハーサル 

２３日（火） 生徒会立会演説会・投開票 

２４日（水） ２年チャレンジウィーク事前指導 

学校運営協議会・協力者会議（⑥参観） 

部活動休養日 

２５日（木） ２年チャレンジウィーク① 

１年校外学習事前指導 

部活動休養日 

生徒会新執行部募集 

２６日（金） ２年チャレンジウィーク② 

１年校外学習（京都方面） 

３年第２回進路説明会 

       学費口座振替日 

部活動休養日 

２７日（土） 大津市中学生広場（生涯学習Ｃ） 

３年 滝井 友湖さん発表 

２８日（日） 藤尾学区防災訓練：ボランティア参加 

   

２９日（月） 学校公開週間（～１１／２） 

       ２年チャレンジウィーク③ 

３０日（火） ２年チャレンジウィーク④ 

       大津市交歓スポーツ大会 

特別支援学級が参加 

３１日（水） ２年チャレンジウィーク⑤ 

部活動休養日 

＜１１月＞ 

１日（木） 登校指導 

 道徳授業参観（２校時） 

 ２日（金） ３年実力テスト 

３日（土・祝） 文化の日 

 長等学区文化祭（吹奏楽部参加） 

 滋賀学区防災訓練：ボランティア参加 

 ４日（日） こだままつり：ボランティア参加 

 

５日（月） 避難訓練 

教育相談① 

６日（火） 特支学級学習発表会練習（和邇） 

教育相談② 

ブロック駅伝（希望ヶ丘） 

７日（水） 教育相談③ 

 ９日（金） 近畿数学研究大会会場：特別日課 

 

１０月１１日（木）の１校時、体育館で

「命を思う集い」を行いました。 

実行委員の司会で黙祷をした後、全校

生徒・教職員が手をつないで６重の円を

つくり、全員で中島みゆきさんの「糸」を

斉唱しました。間奏の間に生徒の代表が、

命から連想する５つの漢字「生」「絆」「夢」

「愛」「想」と「自分たちは支えられて生

きている。だから、家族・友人・仲間・・

大切なものを守っていかなければならな

い」などのメッセージを発表しました。 

地域の方々、他校の先生方にも参観し

ていただきました。 

「糸」 

なぜ めぐり逢うのかを 

私たちは なにも知らない  

いつ めぐり逢うのかを 

私たちは いつも知らない 

どこにいたの 生きてきたの 

遠い空の下 ふたつの物語 

縦の糸はあなた 横の糸は私 

織りなす布は いつか誰かを 

暖めうるかもしれない 

なぜ 生きていくのかを   

 迷った日の跡のささくれ 

夢追いかけて走って  

ころんだ日の跡のささくれ 

こんな糸が なんになるの 

心許なくて ふるえてた風の中 

縦の糸はあなた 横の糸は私 

織りなす布は いつか誰かの 

傷をかばうかもしれない 

※「心の傷は、人と人との信頼関係で癒されて

いく。人を一番傷つけるのは人だが、最も癒や

すことができるのも人である」※ 

 


